
(1) 担当支部： 宮崎支部 13989

分水嶺区分 2004年 7月 10日 (4)天候：

（５）参加者氏名および会員番号
石井久夫 5120
井野元繁 9674
児島実照 9691
前原満之 9878 浅井宏 13613 永峰麗子 12552 橋口節子 13821
永田利昭 12877 水永一芳 13662 松元律子 13025 恒吉詔子 13832
安藤昭喜 13035 多田周廣 13780 谷口ウメ 13027 服部澄子 13834
末永朗 13054 松山幹男 13790 清水弘子 13029 武内浩子 14007
前田龍三郎 13059 橋口邦彦 13820 谷口敏子 13062
谷口菊美 13061

計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
歩行開始点 垂桜登山口 130 47 31 29 46.4 629 9:30
分水嶺到達点 展望岩 130 48 31 29 45.4 963 10:40 10:45 A-1
Ｋ216 大箆柄岳山頂 130 49 31 29 10.3 1,243 11:45 12:05 A-1

小箆柄岳山頂 130 49 31 28 38.8 1,154 13:10 13:15 A-1
Ｋ217 スマン峠 130 48 31 28 19.2 1,038 13:40 13:45 A-1

妻岳分岐 130 48 31 27 52.8 1,024 14:15 14:20 A-1
Ｋ218 御岳山頂 130 49 31 27 37.2 1,197 15:00 15:15 A-1

6合目テレビ塔 130 49 31 27 10.2 935 16:10 16:15 A-1
分水嶺離別点 5合目登山口 130 49 31 27 27.0 765 16:35 A-1

歩行終了点 5合目登山口

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞ
を記入してください

点名 等級 方位

Ｋ216 大箆柄岳 三等 南
Ｋ218 御岳 一等 南

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

14.2

上祓川 10.0

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書 九州－（１０４）

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

(2)記載者氏名： 児島　実照 会員番号： 事務局整理記入欄 宮崎－43

K216大箆柄岳―K218御岳 (3)山行日： 曇りのち雨

松本正明 13093 服部岩男 13833

緒方路子 13826
高山侃 13427 武内義雄 14006

長峯弥恵子 13599
多田登美子 13781

山内覚 13614

恒吉克範 13831 十川むつ子 13065

岡本真理子 9667

３４名

垂桜登山口より七岳・大箆柄岳鞍部近を通過し大箆柄岳山頂へ、尾根を縦走し御岳山頂を経てテレビ塔登山口へ下る
国道269号を南下、細山田交差点より県道６７、71号を経由、大野原、垂桜を経て登山口に至る。（所要時間：約2時間）

地点ｺｰﾄﾞ 地点名
2.5万分の1
地形図名

経度E 道の
状況

(8)～(11)の特記
事項等との関係秒

上祓川 43.0

緯度Ｎ 高度
ｍ

到着
時刻

出発
時刻

上祓川 45.6
上祓川 6.8
上祓川 12.0
上祓川 52.1
上祓川 49.9

上祓川 17.1
上祓川

総歩行時間（休憩時間を除く）： 5時間35分

保存
状況

良好 山頂からは錦江湾方面の展望が良く、桜島が指呼の間、霧島連山が遥かに望まれる。

良好 360度の展望あり。

妻岳分岐周辺はミカエリソウ、ナルコユリの群生地有り
大箆柄岳山頂までは照葉樹林帯の快適な登山道となっている。

大箆柄岳山頂からは錦江湾方面の展望が良く、桜島が指呼の間、また霧島連山が遥かに望まれる。
御岳山頂からは360度の展望あり。遠く開門岳も望まれる。

写真説明：　　大箆柄岳山頂からの主脈遠望（中央は御岳、右隣の尖鋒は妻岳、右奥は横岳等）


	大箆柄岳～御岳

